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小異をすて大同につけ
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小　川 彰
Akira　O　GAWA
　東京医科大学設立当時の歴史には鬼気迫るものがあります。日本医学専門学校の第1回生は、国が定めた
設備基準等を学校が整えず、無試験開業資格を認定されなかったことは約束違反であるとして、学校側に血
判連署した改革意見を提出し、認定獲得の運動を行いました。それに対し学校側は停退学者を発表し処分し
たのです。学生450余名は大正5年総退学を決行し、「正義」「友愛」「奉仕」を旗印に新しい学校設立へ動
き出しました。東京物理学校（現東京理科大学）の校舎を借りて東京医学講習所を開設し、大正7年には東
京医学生門学校設立にこぎつけたとされています。
　この新校設立は、学報高橋琢也氏の全私財を投じた献身的な努力と、全国の多くの方々の賛同に支えら
れています。岩手県の誇る先人平民宰相　原敬も協力者の一人として名を連ねています。当時の学生の熱気、
熱意と高い理想、そして、学生の強い気持ちに突き動かされた多くの方々のご努力があったに違いありませ
ん。
　設立当時の学生の「高遮な理想」と「自主」、「自学」の精神を源流に持ち、数千名の教職員を擁iする大大
学に発展した「東京医科大学」の将来には無限の可能性があります。その実現には、今こそ教職員全てが「小
異をすて大同につき」一致一丸となり、ベクトルを同じくした努力が求められているのではないでしょうか。
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略　歴
小　川 彰（おがわあきら）OGAWA，　Akira
生年月日 1949年3月31日
最終学歴 1974年3月 岩手医科大学医学部医学科卒業
免許・資格　　1974年6月
　　　　　　　1980年7月
　　　　　　　1981年9月
　　　　　　　2003年3月
第222244号をもって医籍登録
日本脳神経外科学会専門医として認定
医学博士学位授与「実験的局所脳梗塞の脳循環」（東北大学）
日本脳卒中学会専門医として認定
職　　歴 1974年4月
1980年8月
1982年2月
1985年10月
1988年5月
1991年3月
1992年10月
1996年4月
2000年3月
2003年4月
2006年4月
2008年1月
2008年5月
2008年7月
2009年2月
2009年2月
東北大学医学部付属脳疾患研究施設脳神経外科入局
日本脳神経外科学会専門医
国立仙台病院脳神経外科
国立仙台病院脳神経外科医長、臨床研究部脳神経研究室長
東北大学医学部助教授
米国パロー神経研究所（アリゾナ大学）留学
岩手医科大学脳神経外科学講座教授
岩手医科大学サイクロトロンセンター長（～2005年3月）
超高磁場MRI研究施設長（～2003年3月）
岩手医科大学医学部長（併任）
岩手医科大学医学部長（併任、再任）
岩手医科大学学長（現在に至る）
全国医学部長病院長会議i会長（～2010年（H22）5月）
厚衣省・文科省「臨床研修制度のあり方検討委員会」委員
文科省「医学教育カリキュラム検討会」委員（～2010年2月）
厚血胸「医道審議会医師分科会臨時委員」（現在に至る）
他役職 全国医学部長病院長会議顧問（H22．5～）
岩手県医師会副会長
日本アイソトープ協会理事
日本学術会議連携会員
（臨床医学委員会医療制度分科会委員、医学教育分科会副委員長）
日本脳卒中学会理事長
日本脳神経外科学会常務理事
日本脳循環代謝学会理事
日本脳ドック学会理事など
受賞歴 1990年
2007年
2008年
中村賞受賞（東北脳血管障害懇話会）
美原賞受賞（公益信託美原脳血管障害研究振興基金）
斎藤眞賞受賞（社団法人日本脳神経外科学会）
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